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海
陽
町
予
算
決
ま
る

徳島県南部防災館の運営、特産  品開発事業、子ども手当等予算決まる！
一般会計 61億９千２百万円

　

平
成
22
年
第
１
回
海
陽
町
議
会
定

例
会
が
３
月
８
日
か
ら
11
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
平
成
22
年
度
当
初
予
算
に

つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
く
中
、
元
気
に
な
る

「
和
」
事
業
、
子
ど
も
手
当
、
公
共
施

設
耐
震
化
事
業
等
住
民
生
活
に
直
結

す
る
事
業
や
住
民
の
安
全
安
心
を
支

え
る
事
業
に
配
分
し
た
予
算
編
成
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
補
正
予
算
で

は
、
地
域
活
性
化
公
共
投
資
交
付
金

事
業
、
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
事

業
等
に
よ
り
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

が
100
%
完
了
し
、
各
小
中
学
校
に
太

陽
光
発
電
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

ふるるん君の家計簿

（年間61万９千円だとしたら？）

貯　　　金
（予備費）
１千円

親の仕送り
（依存財源）
51万６千円

奨学金などの返済
（公債費）
14万５千円

アルバイト収入
（自主財源）
10万３千円

高熱水道費
（消防費：３万２千円）
（衛生費：５万２千円）
（商工費：８千円）
（災害復旧費：１千円）

９万３千円

学　　　費
（民生費：15 万９千円）
（教育費：５万７千円）

21万６千円

食　　　費
（議会費：７千円）
（総務費：８万２千円）

８万９千円

家　　　賃
（農林水産業費：３万８千円）
（土木費：３万７千円）

７万５千円

ふるるんくん
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平
成
22
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
構
成

徳島県南部防災館の運営、特産  品開発事業、子ども手当等予算決まる！第１回
定例会

歳　入　項　目 金　　額 構成比率 対前年度比率
自　主　財　源 1,029,616 16.63 △ 　11.70

町 税 709,341 11.46 △ 　 3.05
分 担 金・ 負 担 金 126,302 2.04 3.17
使 用 料・ 手 数 料 50,743 0.82 △ 　29.78
財 産 収 入 35,332 0.57 2,011.89
寄 付 金 0 0.00 0.00
繰 入 金 0 0.00 皆減
繰 越 金 50,000 0.81 △ 　37.50
諸 収 入 57,898 0.94 △ 　 0.10

依　存　財　源 5,162,384 83.37 △ 　13.21
地 方 譲 与 税 73,100 1.18 △ 　 5.06
利 子 割 交 付 金 3,500 0.06 △ 　28.57
配 当 割 交 付 金 419 0.01 △ 　73.81
株式譲渡所得割交付金 410 0.01 △ 　48.10
地 方 消 費 税 交 付 金 86,260 1.39 △ 　 1.98
自動車取得税交付金 15,831 0.26 △ 　24.61
地 方 特 例 交 付 金 6,700 0.11 △ 　15.19
交通安全特別交付金 1,200 0.02 0.00
地 方 交 付 税 3,990,169 64.44 △ 　 0.87
国 庫 支 出 金 285,913 4.62 20.24
県 支 出 金 387,982 6.27 △ 　 2.09
町 債 310,900 5.02 △ 　71.38

計 6,192,000 100.00 △ 　12.96

歳　出　項　目 金　　額 構成比率 対前年度比率
義務的経費 3,016,168 48.71 △ 　 6.45

人 件 費 1,034,570 16.71 △ 　 3.81
扶 助 費 534,763 8.64 26.70
公 債 費 1,446,835 23.37 △ 　16.20

投資的経費 246,428 3.98 △ 　76.80
普 通 建 設 事 業 費 233,992 3.78 △ 　77.71
災 害 復 旧 事 業 費 12,436 0.20 0.00

その他の経費 2,929,404 47.31 3.61
物 件 費 1,110,365 17.93 2.72
維 持 補 修 費 31,708 0.51 △ 　 0.89
補 助 費 1,042,958 16.84 △ 　 2.24
積 立 金 3,310 0.05 0.00
投資・出資・貸付金 0 0.00 0.00
繰 出 金 730,317 11.79 14.61
予 備 費 10,746 0.17 3.48

計 6,192,000 100.00 △ 　12.96

歳 出 項 目 金　　額 構成比率 対前年度比率
議 会 費 71,173 1.15 △ 　12.44
総 務 費 815,498 13.17 △ 　41.86
民 生 費 1,586,745 25.63 7.93
衛 生 費 515,460 8.32 △ 　 0.34
農林水産業費 378,601 6.11 △ 　14.11
商 工 費 82,740 1.34 2.96
土 木 費 371,672 6.00 △ 　18.13
消 防 費 323,065 5.22 0.60
教 育 費 573,719 9.27 △ 　 3.91
災 害 復 旧 費 12,436 0.20 0.00
公 債 費 1,446,835 23.37 △ 　16.20
諸 支 出 3,310 0.05 皆増
予 備 費 10,746 0.17 3.48

計 6,192,000 100.00 △ 　12.96

（単位：千円、％）
（単位：千円、％）

歳　　入

歳　　出

【目的別歳出】 【性質別歳出】

自主財源

依存財源

町税 分担金・負担金

諸収入

繰越金
使用料・手数料

地方交付税

国庫支出金

県支出金県支出金
町債

その他

歳入総額
6,192,000
千円

議会費

総務費総務費

民生費

衛生費

農林水産業費
商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費

歳出総額
6,192,000
千円

人件費

扶助費

公債費

普通建設事業費

物件費物件費

補助費

その他

歳出総額
6,192,000
千円
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平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
の
状
況
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歳　出

町
税

公
債
費

民
生
費

総
務
費

教
育
費

消
防
費

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

土
木
費

商
工
費

議
会
費

そ
の
他

分
担
金
・
負
担
金

使
用
料
・
手
数
料

繰
入
金

繰
越
金 諸

収
入

地
方
譲
与
税

地
方
交
付
税

43.6億

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

町
債

そ
の
他

３月補正
臨時議会
12月補正
９月補正
臨時議会
６月補正
当初予算

３月補正
臨時議会
12月補正
９月補正
臨時議会
６月補正
当初予算

歳　入 補正前 12 月補正 構成比率
町 税 731,666,000 ▲   8,000,000 7.6
分担金・負担金 160,877,000 ▲  14,373,000 1.5
使用料・手数料 72,264,000 11,616,000 0.9
繰 入 金 100,000,000 ▲ 100,000,000 0.0
繰 越 金 105,155,000 408,650,000 5.4
諸 収 入 98,361,000 13,510,000 1.2
地 方 譲 与 税 77,000,000 0.8
地 方 交 付 税 4,043,751,000 314,000,000 45.7
国 庫 支 出 金 840,674,000 621,308,000 15.3
県 支 出 金 626,619,000 ▲  28,456,000 6.3
町 債 1,294,800,000 17,100,000 13.8
そ の 他 149,915,000 1,160,000 1.6

合　　計 8,301,082,000 1,236,515,000 100.0

歳　出 補正前 12 月補正 構成比率
公 債 費 1,731,198,000 242,787,000 20.7
民 生 費 1,467,696,000 ▲   2,679,000 15.4
総 務 費 1,578,503,000 ▲  30,385,000 16.2
教 育 費 936,878,000 561,633,000 15.7
消 防 費 354,474,000 2,438,000 3.7
衛 生 費 582,118,000 43,488,000 6.6
農林水産業費 628,428,000 ▲  35,216,000 6.2
土 木 費 695,720,000 118,133,000 8.5
商 工 費 171,903,000 35,438,000 2.2
議 会 費 80,751,000 ▲   1,082,000 0.8
そ の 他 73,413,000 301,960,000 3.9

合　　計 8,301,082,000 1,236,515,000 100.0

財 産 収 入 24,515,000 
利 子 割 交 付 金 4,900,000 
配 当 割 交 付 金 1,600,000 
株式譲渡所得交付金 790,000 
地方消費税交付金 88,000,000 
自動車取得税交付金 20,200,000 
地 方 特 例 交 付 金 7,900,000 
交通安全特例交付金 1,200,000 
寄 付 金 1,970,000 

災 害 復 旧 費 63,028,000 
予 備 費 10,385,000 
諸 支 出 金 301,960,000 

※歳入のその他内訳 ※歳出のその他内訳
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第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

第
１
回
定
例
会

　

平
成
22
年
第
１
回
定
例
会
は
︑
３
月
８
日
開
会
︑
町
長
よ
り
次
の
43
議
案
︑

︵
条
例
関
係
11
件･

承
認
関
係
６
件･

予
算
関
係
26
件
︶
が
提
出
さ
れ
審
議

の
結
果
︑
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
︑
11
日
閉
会
し
た
︒

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

・ 

海
陽
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

･ 

海
陽
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

･ 

海
陽
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

･ 

海
陽
町
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

･ 

海
陽
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

･ 

海
陽
町
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

･ 

海
陽
町
宍
喰
温
泉
宿
泊
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

･ 

海
陽
町
蛇
王
運
動
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

･ 

海
陽
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

承
認
関
係

･ 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　

　
　
　

海
陽
町
漁
火
の
森
宿
泊
施
設･

海
陽
町
漁
火
の
森
公
園･

海
陽
町
漁
火
の

森
交
流
促
進
施
設･

海
陽
町
宍
喰
温
泉
宿
泊
施
設･

海
陽
町
宍
喰
観
光
タ

ー
ミ
ナ
ル

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　

株
式
会
社　

漁
火

　
　

指
定
の
期
間

　
　
　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日

･ 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称

　
　
　

海
陽
町
ま
ぜ
の
お
か
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場･

海
陽
町
海
南
B
&
G
海
洋

セ
ン
タ
ー･

海
陽
町
蛇
王
運
動
公
園

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　
　

財
団
法
人　

海
部
下
灘
観
光
協
会

　
　

指
定
の
期
間

　
　
　
　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で	

･ 

海
陽
町
運
動
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

･ 

海
陽
町
立
学
校
寄
宿
舎
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
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第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

･ 
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称

　
　
　
　

宍
喰
保
育
所

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人　

海
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

指
定
の
期
間

　
　
　
　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

･ 

平
成
20
年
度
海
陽
町
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額

　
　
　

既
決
請
負
契
約
額	

８
億
０
５
，
４
６
７
，
６
０
０
円

　
　
　

減
額
請
負
契
約
額	
４
４
５
，
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

計	

８
億
０
５
，
０
２
２
，
４
０
０
円

　
　

契
約
の
相
手
方

　
　
　

㈱
四
電
工　

徳
島
支
店

･ 

海
陽
町
立
保
育
所
並
び
に
牟
岐
町
立
保
育
所
を
海
陽
町
と
牟
岐
町
の
住
民
の
相
互
使
用

に
供
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て	

･ 

海
陽
町
立
保
育
所
並
び
に
東
洋
町
立
保
育
所
を
海
陽
町
と
東
洋
町
の
住
民
の
相
互
使
用

に
供
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

予
算
関
係

（
補
正
予
算
）

･ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）	

１
，
２
３
６
，
５
１
５
千
円　

⬅

･ 

浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

	

１
，
０
５
０
千
円　

⇨

･ 

海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

	

４
，
１
３
２
千
円　

⇨

･ 

宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

	

３
，
１
９
０
千
円　

⇨

･ 

海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

	

１
５
，
１
２
６
千
円　

⇨

･ 

川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）	

２
，
０
０
０
千
円　

⇨

･ 

海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
本
的
収
入	

４
，
６
０
０
千
円　

⇨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
本
的
支
出	

２
４
，
６
０
０
千
円　

⬅

　
　
（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
９
５
，
６
６
１
千

円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
す
る
。）

（
当
初
予
算
）

一
般
会
計
予
算	

６
，
１
９
２
，
０
０
０
千
円

･ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算	

１
，
７
６
２
，
０
０
０
千
円

･ 

国
民
健
康
保
険
施
設
勘
定
（
宍
喰
診
療
所
）	

１
３
７
，
７
３
０
千
円

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈
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第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

･ 
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算	

１
５
７
，
２
０
３
千
円

･ 
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算	

１
，
３
３
２
千
円

･ 

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算	

１
，
４
１
５
，
１
０
９
千
円

･ 

浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

９
４
，
７
９
８
千
円

･ 

海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
２
９
，
３
８
４
千
円

･ 

宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
３
５
，
７
２
９
千
円

･ 

神
野
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
２
，
７
３
７
千
円

･ 

川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

４
４
，
０
８
１
千
円

･ 

日
比
原
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
２
，
４
８
４
千
円

･ 

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

２
５
，
４
２
４
千
円

･ 

川
西
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

８
，
７
２
６
千
円

･ 

海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

８
６
，
３
７
８
千
円

･ 

中
里
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	
２
，
７
７
０
千
円

･ 

川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	
２
，
９
３
０
千
円

･ 

鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
予
算	

１
３
，
２
０
０
千
円

･ 

上
水
道
事
業
会
計
予
算　
　
　
　
　
　

営
業
収
益	

１
４
７
，
７
０
５
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

営
業
費
用	

１
２
４
，
０
６
６
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
本
的
収
入	

２
，
０
０
０
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
本
的
支
出	

５
３
，
４
３
６
千
円

　
　
（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
５
１
，
４
３
６
千
円

は
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
１
，
２
２
３
千

円
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
５
０
，
２
１
３
千
円
で
補
て
ん
す
る
も
の

と
す
る
。）

･ 

海
南
病
院
事
業
会
計
予
算　
　
　
　

病
院
事
業
収
益	

６
９
４
，
２
０
０
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
院
事
業
費
用	

６
９
４
，
２
０
０
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
本
的
収
入	

２
０
，
０
０
０
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
本
的
支
出	

９
６
，
４
３
１
千
円

　
　
（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
７
６
，
４
３
１
千

円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
す
る
。）

海陽町役場海南庁舎耐震工事
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臨

時

会　
・　

意

見

書

第
１
回
臨
時
会

　

平
成
22
年
第
1
回
海
陽
町
議
会
臨
時
会
は
︑
1
月
22
日
開
会
︑
次
の
議
案

が
提
出
さ
れ
︑
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
︒

予
算
関
係

（
補
正
予
算
）

　
　

平
成
21
年
度
海
陽
町
一
般
会
計
補
正
予
算	

１
０
，
８
０
９
千
円　

⬅

　
　
　
　
（
災
害
復
旧
費
の
追
加
）

第
２
回
臨
時
会

　

平
成
22
年
第
2
回
海
陽
町
議
会
臨
時
会
は
︑
2
月
12
日
開
会
︑
次
の
議
案

が
提
出
さ
れ
︑
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
︒

承
認
関
係

平
成
20
年
度
海
陽
町
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

･	

契
約
金
額

　
　

既
決
請
負
契
約
額	

７
億
３
４
，
４
７
５
，
０
０
０
円

　
　

増
額
請
負
契
約
額	

７
０
，
９
９
２
，
６
０
０
円

　
　
　
　

計	

８
億
０
５
，
４
６
７
，
６
０
０
円

･	

契
約
の
相
手
方

　
　

㈱
四
電
工　

徳
島
支
店

　
　
　
　
（
告
知
端
末
機
の
追
加
購
入
等
）

意 見 書

子
ど
も
手
当
の
全
額

　

国
庫
負
担
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

提
出
者　

白
濵　

輝
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
４
名

　
　
　

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

総
務
大
臣

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な

　

基
盤
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

提
出
者　

白
濵　

輝
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
４
名

　
　
　

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
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本
町
は
誕
生
4
年
目
の
節

目
で
す
。
今
期
を
も
っ
て
勇

退
さ
れ
る
議
員
さ
ん
に
は
、

た
い
へ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

今
後
と
も
厳
し
く
ご
指
導
ご

教
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

22
年
の
国
の
予
算
案
は
一

般
会
計
総
額
92
兆
円
と
過
去

最
大
。
そ
の
内
、
子
ど
も
手

当
1
兆
7
千
億
円
、
高
校
授

業
料
無
償
化
4
千
億
円
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
関
連
の
新
事
業

が
多
く
盛
り
込
ま
れ
、
歳
出

は
膨
ら
み
、
国
債
発
行
額
は

過
去
最
大
の
44
兆
円
を
超
え

て
い
ま
す
。
町
は
法
を
遵
守

し
履
行
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
筋

の
通
っ
た
法
律
の
制
定
を
望

み
ま
す
。

施

政

方

針

施
政
方
針
（
要
旨
）

　

就
職
は
氷
河
期
で
大
卒
等

の
就
職
率
が
7
割
程
度
の
中
、

海
部
高
校
は
１
０
０
％
に
近

い
よ
う
で
す
。
旧
海
南
町
時

代
か
ら
続
く
町
の
補
助
制
度

の
サ
テ
ラ
イ
ト
（
代
々
木
・

駿
台
予
備
校
の
授
業
を
衛
星

放
送
に
て
受
講
す
る
）
10
年

前
は
5
割
の
理
解
力
で
し
た

が
、
今
年
は
全
員
が
理
解
と

の
こ
と
で
、
『
継
続
は
力
な

り
』
結
果
に
期
待
で
す
。

　

3
月
5
日
、
知
事
と
の
対

話
で
「
海
高
は
一
流
の
田
舎

で
あ
る
、
来
て
く
だ
さ
い
」

と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ま
た

3
月
6
日
に
遊
遊
N
A
S
A

の
下
に
39
番
目
の
遍
路
小
屋

が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
風
土
・
歴
史
を
考
慮

し
建
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
県
の
ソ
フ
ト
に
遍
路
小

屋
を
含
め
る
べ
き
と
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。

　

3
月
7
日
、
元
気
に
な
る

「
和
」
主
催
の
有
機
農
業
講

演
会
が
あ
り
、
１
０
２
名
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
理
論

的
且
つ
実
践
的
な
講
義
で
、

「
や
る
気
で
汗
を
か
い
て
勉

強
し
、
自
己
責
任
も
当
然
」

と
し
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
大
い
に
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

22
年
度
の
一
般
会
計
の

当
初
予
算
は
、
予
算
額

61
億
9
千
2
百
万
円
、
対
前

年
度
13
％
の
減
で
す
。
子
ど

も
手
当
1
億
6
千
6
百
万

円
、
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成

2
千
4
百
万
円
、
元
気
に
な

る
「
和
」
1
千
万
円
、
防
災

対
策
等
で
す
。

　

21
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
は
12
億
4
千
万
円
余
り

で
、
メ
イ
ン
は
小
中
学
校
の

耐
震
化
、
併
せ
て
き
め
細

か
な
臨
時
交
付
金
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
等
で
す
。
ま
た

2
億
5
千
万
円
を
繰
上
償
還

し
、
財
政
調
整
基
金
に
2
億

円
、
減
債
基
金
に
1
億
円
積

み
立
て
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
20
年
度

実
績
12
名
で
１
６
９
万
5
千

円
。
21
年
度
は
只
今
6
名
で

す
。

　

県
の
南
部
防
災
館
は
3
月

14
日
に
竣
工
式
で
す
。
県
よ

り
は
事
業
開
始
5
月
と
の
こ

と
で
す
。
町
内
自
主
防
災
組

織
も
早
く
１
０
０
％
（
只
今

80
％
強
）
に
す
る
よ
う
に
至

上
命
令
を
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
21
日
の
絆
の
マ
ラ
ソ

ン
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
接
遇

も
去
年
に
比
べ
非
常
に
前
進

し
、
選
手
達
の
不
満
も
殆
ど

聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
一
部
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ

プ
ら
し
く
な
い
ス
タ
イ
ル
と

の
意
見
も
あ
り
反
省
点
で
す
。 　

不
景
気
に
よ
り
本
町
も
税

収
の
伸
び
が
期
待
出
来
ま
せ

ん
。
し
か
し
徴
収
率
は
1
％

程
度
上
が
り
ま
し
た
。
職
員

の
努
力
の
成
果
で
す
。

　

3
月
補
正
の
県
事
業
は
県

道
芥
附
海
部
線
の
中
山
公
民

館
横
の
交
差
点
改
良
等
の
予

定
で
す
。
鞆
浦
漁
協
の
橋
は

22
年
度
県
で
調
査
し
、
23
年

度
に
着
工
予
定
で
す
。
宍
喰

の
国
道
は
説
明
会
を
再
度
持

ち
ま
す
。
用
地
関
係
者
は
是

非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
に
対
し
て
は
国
道
に
津
波

が
入
ら
な
い
対
策
を
要
求
し

続
け
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
医
療
費
が

増
し
て
お
り
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
財
政
調
整
基
金
も
底
を

つ
い
た
状
況
で
す
。
包
括
医

療
体
制
は
一
歩
一
歩
進
め
て

お
り
、
可
能
な
限
り
万
全
を

期
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
も

組
織
改
革
を
し
、
町
と
社
協

が
一
体
だ
と
実
質
的
に
示
さ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
強
い
決

意
で
や
っ
て
い
ま
す
。

町
長
　
五
軒
家
憲
次

「まぜのおか」に完成した徳島県立南部防災館
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一

般

質

問

南
米
チ
リ
大
地
震
に
よ
る

　
本
町
の
防
災
組
織
の
対
応
に
つ
い
て

津
田
　
惠
一
　
議
員

　
　

企
画
防
災
課
長

　

避
難
勧
告
と
は
、
被
害
が

発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
、

居
住
者
に
避
難
を
勧
め
促
す

こ
と
。
避
難
指
示
と
は
避
難

勧
告
よ
り
も
緊
急
度
の
高
い

災
害
時
に
、
更
に
拘
束
力
を

持
つ
も
の
。

　
　

気
象
庁
発
表
に
よ
る
津

波
予
想
到
達
時
間
、
水
位
と

実
測
値
と
の
誤
差
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
。

　
　

企
画
防
災
課
長

　

気
象
庁
の
発
表
と
美
波
町

由
岐
に
あ
る
潮
位
観
測
所
デ

ー
タ
と
の
比
較
で
は
、
予
想

よ
り
到
達
は
約
1
時
間
遅
れ
、

水
位
は
低
か
っ
た
の
が
現
状
。

　
　

竹
ヶ
島
よ
り
東
南
東

1
7
・
5
キ
ロ
沖
合
い
に
設

置
さ
れ
て
い
る
G
P
S
波
浪

津
波
計
測
ブ
イ
の
観
測
デ
ー

タ
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　

企
画
防
災
課
長

　

只
今
試
験
運
用
中
で
、
デ

ー
タ
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

本
町
の
被
害
状
況
は
ど

う
な
の
か
。

　
　

企
画
防
災
課
長

　

浅
川
漁
協
で
養
殖
の
い
か

だ
が
数
基
、
小
型
定
置

網
が
1
統
被
害
を
受
け

て
い
る
。
詳
細
に
つ
い

て
は
現
在
調
査
中
。

　
　

各
地
区
の
避
難
場

所
の
状
況
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。

　
　
企
画
防
災
課
長

　

現
在
町
指
定
の

避
難
場
所
は
56
箇

所
で
、
津
波
警
報

に
よ
り
避
難
し
た

人
数
は
43
名
。

議
員

　

現
在
整
備
中
の

各
家
庭
の
端
末
機

の
早
期
運
用
。
ま
た
、
現
在

建
設
中
で
あ
る
ま
ぜ
の
お
か

の
防
災
指
令
拠
点
「
県
立
南

部
防
災
館
」
の
早
期
完
成
を

お
願
い
す
る
。

　
　

第
1
回
大
会
と
比
較
し

て
参
加
者
の
増
減
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
リ
ピ
ー

タ
ー
の
選
手
の
人
数
は
ど
の

く
ら
い
だ
っ
た
の
か
。

　
　

企
画
防
災
課
長

　

第
2
回
は
1
7
6
3
名
の

エ
ン
ト
リ
ー
で
昨
年
よ
り

1
6
3
名
の
増
。
リ
ピ
ー
タ

ー
は
8
7
1
名
。

　　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
徳
島

の
放
映
で
本
部
固
定
カ
メ
ラ

と
折
り
返
し
地
点
や
中
継
地

点
で
の
解
像
度
が
違
っ
て
い

た
が
何
故
か
。
ま
た
改
善
で

き
な
い
の
か
。
折
り
返
し
地

点
で
の
選
手
の
ゼ
ッ
ケ
ン
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
希
望
す
る
が
、

対
策
は
ど
う
な
の
か
。

　
　

企
画
防
災
課
長

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

に
つ
い
て
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
徳
島
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
カ

メ
ラ
に
て
配
信
。
折
り
返
し

地
点
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
で
、
解
像
度
を

落
と
さ
な
け
れ
ば
配
信
で
き

ず
映
像
に
差
が
出
る
結
果
と

な
っ
た
。
改
善
を
含
め
中
継

を
行
う
か
否
か
に
つ
い
て
は

今
後
の
検
討
課
題
。

　

コ
ー
ス
途
中
で
の
選
手
ゼ

ッ
ケ
ン
の
発
表
に
つ
い
て
も

業
者
等
含
め
検
討
し
た
い
。

　　
　

道
路
の
使
用
制
限
に
つ

い
て
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

企
画
防
災
課
長

　

住
民
の
方
々
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
が
、
今
後
も

ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

第
２
回
海
部
川
風
流

マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

GPS波浪津波計測ブイ

　
　
防
災
行
政
無
線
の
放
送

は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

た
の
か
。
ま
た
各
家
庭
の
端

末
機
の
放
送
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

　
　
片
田
企
画
防
災
課
長

　

屋
外
防
災
無
線
に
て
「
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

海
岸
付
近
の
方
は
高
台
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

放
送
を
し
て
い
る
。
屋
内
の

告
知
端
末
放
送
は
3
月
下
旬

よ
り
運
用
開
始
。

　
　

緊
急
広
報
の
避
難
勧
告

と
避
難
指
示
の
違
い
は
？

問答問

答問答

問

答問答

問

答

問答問

答問答



11

一

般

質

問

野
江
町
民
体
育
館
利
用
に
つ
い
て

三
浦
　
茂
貴
　
議
員

　
　
野
江
町
民
体
育
館
は
学

校
施
設
で
な
い
為
、
平
日
の

昼
間
も
利
用
出
来
る
。
昼
間

開
放
し
て
住
民
の
健
康
づ
く

り
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

　
　
　
福
岡
参
事

　

平
日
の
昼
間
の
利
用
方
法

と
し
て
、
地
域
住
民
の
交
流

の
場
と
も
な
る
「
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設

立
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の

活
動
の
試
行
事
業
と
し
て
、

健
康
づ
く
り
体
操
・
3
B
体

操
・
健
康
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
を

推
進
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

　
　

学
校
の
統
廃
合
や
保
育

所
の
廃
止
の
時
な
ど
に
あ
っ

た
「
説
明
不
足
で
あ
る
」
と

い
う
住
民
か
ら
の
不
満
を
、

「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
に

年
度
が
載
っ
て
お
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い

る
の
で
住
民
へ
の
周
知
は
出

来
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を

根
拠
に
し
て
き
た
事
実
が
あ

る
。
そ
の
計
画
の
中
に
は
職

員
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
、
期
末
勤
勉
手
当
の

見
直
し
と
い
う
項
目
も
あ
り
、

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
の
実

施
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
に

公
表
し
て
い
る
以
上
、
早
急

に
取
り
掛
か
る
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
浦
川
総
務
課
長

　

人
事
評
価
は
職
員
の
業
務

遂
行
能
力
の
向
上
、
組
織
全

体
の
士
気
高
揚
、
公
務
能
率

の
向
上
の
た
め
必
要
で
あ
る

が
、
制
度
設
計
を
誤
る
と
組

織
の
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
。

適
正
な
制
度
設
計
の
た
め
、

他
の
自
治
体
の
状
況
等
鑑
み
、

慎
重
に
協
議
を
重
ね
る
必
要

が
あ
り
、
時
間
を
要
す
る
。

人
事
評
価
制
度
と

勤
勉
手
当
の
見
直
し

　
民
間
で
は
ボ
ー
ナ
ス
等
も

出
な
い
の
が
当
た
り
前
と
な

っ
て
い
る
中
で
、
公
務
員
の

給
与
水
準
の
高
さ
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
る
。
目
に
見
え

る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
海
陽
町
に
電
話
応
対
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
よ
う
な
も
の
は

存
在
す
る
の
か
。

　
　
総
務
課
長

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
。

　
　

役
場
の
窓
口
対
応
も

個
々
に
差
が
あ
り
民
間
レ
ベ

ル
か
ら
い
う
と
非
常
に
低
い

と
い
え
る
。
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て

帰
り
は
出
口
ま
で
お
見
送
り

す
る
、
高
級
ホ
テ
ル
並
み
に

し
ろ
と
は
言
わ
な
い
が
、
目

に
見
え
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
し
て
、
窓
口
で
の
対

応
の
仕
方
な
ど
、
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
総
務
課
長

　

あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
が
窓
口

の
対
応
に
は
あ
り
、
接
遇
は

職
員
個
人
の
資
質
と
努
力
に

か
か
っ
て
い
る
。
今
後
も
向

上
の
た
め
の
研
修
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
五
軒
家
町
長

　

役
場
は
一
つ
の
組
織
体
で
、

組
織
は
信
頼
関
係
で
成
り
立

っ
て
い
る
。
一
層
力
強
く
職

員
一
丸
と
な
り
、
対
住
民
へ

の
接
遇
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
る
。

　

民
間
以
上
の

　
　

サ
ー
ビ
ス
を

野江町民体育館

問答

問

答

問答問

答
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3
月
10
日
開
会
。
海
陽
町

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
。
勤
務
時
間

を
1
日
7
時
間
45
分
に
変
更

す
る
改
正
で
あ
る
。
平
成
21

年
度
海
陽
町
一
般
会
計
補
正

予
算
、
主
な
も
の
と
し
て
は
、

地
域
活
性
化
・
き
め
細

か
な
臨
時
交
付
金
事
業

の
浅
川
漁
村
セ
ン
タ
ー

改
修
事
業
・
防
犯
灯
整

備
事
業
の
2
，
3
9
0

万
。
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
事
業
の
町
営
住
宅
改

修
事
業
の
3
，
7
7
3

万
円
。
公
債
費
の
元
利

償
還
２
億
4
，
8
2
3

万
7
千
円
。
財
政
調
整

基
金
積
立
金
に
２
億
円
。
減

債
基
金
積
立
金
に
１
億
円
。

ま
た
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
6
名
、
1
9
6
万
円
で

あ
る
。
平
成
22
年
度
海
陽
町

一
般
会
計
予
算
で
は
、
総
額

は
61
億
9
，
2
0
0
万
円
で

あ
り
、
主
な
も
の
と
し
て
は
、

海
南
庁
舎
の
改
修
事
業
費
9
，

3
0
2
万
5
千
円
、
国
土
地

籍
調
査
費
に
1
，
2
3
2
万

9
千
円
。
今
年
度
は
馬
谷
、

奥
馬
谷
地
区
で
あ
る
。
ま
た

公
債
費
は
14
億
4
，
6
8
3

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会 

委
員
長
報
告

万
5
千
円
で
あ
る
。
委
員
か

ら
は
一
般
会
計
債
の
今
年
度

末
の
残
高
見
込
み
額
は
と

の
質
問
が
あ
り
、
97
億
8
，

3
1
7
万
6
千
円
で
あ
る
。

以
上
今
定
例
会
に
提
案
の
総

務
委
員
会
関
連
項
目
に
つ
い

て
了
承
し
た
。

　

ま
た
意
見
書
・
陳
情
書
は

4
件
あ
り
、
1
件
目
は
政
治

資
金
規
正
法
の
制
裁
強
化
を

求
め
る
意
見
書
。
2
件
目
、

若
者
の
雇
用
創
出
と
新
卒
者

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
。

3
件
目
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒

久
平
和
実
現
に
関
す
る
意
見

書
の
決
議
に
つ
い
て
。
4
件

目
、
安
全
・
安
心
な
国
民
生

活
実
現
の
た
め
防
災
・
生
活

関
連
予
算
の
拡
充
と
国
土
交

通
省
の
地
方
出
先
機
関
の
存

続
を
求
め
る
陳
情
書
で
あ
り
、

4
件
と
も
継
続
審
議
と
し
た
。

　　　　　　　

3
月
8
日
開
会
。

　

教
育
委
員
会
関
係
で
は
、

議
案
第
19
号
の
平
成
21
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
で
、
具
体
的
に
は
小
学

校
費
と
し
て
海
南
・
海
部

両
小
学
校
の
耐
震
補
強
工

事
2
億
40
万
4
千
円
、
海

南
・
海
部
・
宍
喰
小
学
校
の

太
陽
光
発
電
設
置
工
事
費

7
，
6
6
7
万
７
千
円
、
中

学
校
費
と
し
て
海
南
中
学
校

の
耐
震
補
強
工
事
費
1
億
2
，

9
0
0
万
6
千
円
、
特
別
教

室
等
改
築
工
事
9
，
5
0
0

万
円
、
海
南
・
宍
喰
両
中
学

校
の
太
陽
光
発
電
設
置
工
事

5
，
5
5
9
万
８
千
円
等
で
、

総
額
5
億
6
，
1
6
3
万
3

千
円
の
補
正
予
算
で
あ
る
。

　

福
祉
部
門
に
つ
い
て
は
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
で
、
平
成

22
年
度
よ
り
基
礎
課
税
分
の

限
度
額
が
47
万
円
か
ら
50
万

円
へ
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
課
税
分
の
限
度
額
が
12
万

円
か
ら
13
万
円
に
な
る
旨
の

説
明
を
受
け
た
。

　

宍
喰
保
育
所
を
平
成
22
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
23
年
3

月
31
日
ま
で
海
陽
町
福
祉
協

議
会
へ
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
す
る
旨
の
説
明
を
受
け

た
。

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
主
だ
っ
た
も
の
は
、

国
の
施
策
転
換
に
よ
る
子
育

て
応
援
特
別
手
当
の
廃
止
に

よ
る
減
額
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

金
の
減
額
。

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予

算
の
主
だ
っ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
老
人
保
健
特
別
会

計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
の
説
明
、
海
陽
町

福
祉
協
議
会
の
補
助
金
、
委

託
料
、
訪
問
看
護
事
業
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
、
通
所
介

護
事
業
の
不
採
算
分
の

助
成
の
説
明
、
子
ど
も

手
当
創
設
に
伴
う
予
算

計
上
の
説
明
を
受
け
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
及
び
宍
喰
診
療
所

会
計
予
算
に
つ
い
て
、

医
療
費
の
増
加
に
伴
う

財
源
の
確
保
と
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
の

医
療
費
抑
制
を
目
的
と

し
た
保
健
事
業
費
、
特

別
健
康
診
査
事
業
費
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
の
保
険
料
は
均

等
割
額
を
4
万
7
7
4
円
か

ら
4
万
3
，
9
9
0
円
に
、

所
得
割
額
を
７
・
４
３
％
か

ら
８
・
０
３
％
に
改
定
す
る

旨
の
説
明
を
受
け
た
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
移
行
に
よ
り
、
診
療
報
酬

の
請
求
遅
れ
と
過
誤
分
の
み

の
予
算
内
容
で
あ
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
は
、
海
陽
町
福
祉

協
議
会
へ
の
委
託
事
業
の
説

総
務
常
任

委

員

会

委
員
長
　
小
倉
　
修
二

完成した浅川漁村センター津波避難階段

文
教
厚
生

常
任
委
員
会

委
員
長
　
白
濵
　
輝
二

耐震工事が完了した宍喰中学校

委

員

長

報

告
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明
、
歳
出
の
大
部
分
を
占
め

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
経
費
の

説
明
な
ど
を
受
け
た
。

　

海
南
病
院
に
つ
い
て
は
、

海
南
病
院
事
業
会
計
へ
の
補

正
予
算
の
追
加
4
，
4
6
0

万
円
の
説
明
を
受
け
た
。
内

容
は
収
益
的
収
支
の
追
加
繰

入
2
千
万
円
及
び
資
本
的
収

支
へ
の
地
域
活
性
化
経
済
危

機
対
策
交
付
金
事
業
の
医
療

機
器
等
購
入
費
に
伴
う
繰
入

2
，
4
0
0
万
円
。
当
初
予

算
に
つ
い
て
は
大
き
な
変
更

は
な
く
、
減
価
償
却
率
等
の

減
少
で
、
前
年
度
比
較
1
，

1
3
5
万
円
減
の
6
億
9
，

4
2
0
万
円
に
な
っ
て
い
る

旨
の
説
明
等
を
受
け
、
審
議

の
結
果
承
認
し
た
。

　

3
月
9
日
開
会
。
B
＆
G

プ
ー
ル
・
雨
天
練
習
場
・
町

道
杉
谷
大
縄
線
を
巡
視
、
そ

の
後
提
出
議
案
の
説
明
を
受

け
た
。

　

議
案
第
76
号
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
6
号
）
の
主
な

も
の
で
は
、
道
路
新
設
改
良

費
で
町
道
杉
谷
大
縄
線
改
良

工
事
他
8
箇
所
7
，
5
0
0

万
円
、
海
南
松
原
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
撤
去
費
4
0
0
万
円
、

鞆
浦
漁
協
マ
リ
ン
ク
レ
ー
ン

改
修
費
8
0
0
万
円
な
ど
で

地
域
活
性
化
き
め
細
か
な
臨

時
交
付
金
事
業
で
行
う
も

の
で
あ
る
。
繰
越
事
業
で

は
、
地
域
活
性
化
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
事
業
で
7
，

5
7
0
万
円
は
河
川
協
議
に

不
測
の
日
時
を
要
し
た
の
と

用
水
路
工
事
の
必
要
が
あ
り

米
の
収
穫
後
に
発
注
し
た
い
。

ま
た
地
域
活
性
化
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
事
業
の
8
，

0
0
0
万
円
は
３
月
補
正
で

計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
工
期

が
取
れ
な
い
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
議
案
第
20
号
か
ら

24
号
の
各
公
共
下
水
道
・
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
は
主
に
は
事
業
精
査
に

よ
る
減
額
補
正
で
あ
る
。
議

案
第
26
号
平
成
22
年
度
一
般

会
計
予
算
の
主
な
も
の
で
は
、

元
気
に
な
る
「
和
」
事
業
関

係
で
約
1
，
0
0
0
万
円
・

竹
ヶ
島
橋
耐
震
補
強
調
査
委

託
料
1
，
5
0
0
万
円
な
ど
、

ま
た
外
国
人
漁
業
研
修
生
受

入
事
業
は
制
度
変
更
に
よ
り

本
年
度
で
完
了
と
な
る
。
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

で
は
新
規
事
業
と
し
て
神

野
・
大
井
・
川
西
・
日
比
原

農
業
集
落
排
水
の
機
能
診
断

調
査
業
務
委
託
料
と
し
て
各

2
0
0
万
円
な
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
4
月
か
ら
の
個
別
所

得
保
証
モ
デ
ル
対
策
の
支
給

率
向
上
事
業
・
米
の
モ
デ
ル

事
業
の
説
明
を
受
け
た
。
委

員
か
ら
チ
リ
地
震
の
津
波
被

害
状
況
、
藻
場
の
育
成
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。
審

議
の
結
果
提
出
さ
れ
て
議
案

は
承
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

　　

3
月
8
日
開
会
。
前
回
の

特
別
委
員
会
で
の
提
案
が

あ
っ
た
次
の
4
点
に
つ
い
て

調
査
、
報
告
を
受
け
た
。

①
、
解
体
完
了
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
9
月
県
議
会
に
お
い

て
予
算
化
さ
れ
、
解
体
工
事

の
発
注
に
つ
い
て
は
県
と
し

て
は
平
成
22
年
度
早
々
に
入

札
を
実
施
し
た
い
と
の
考
え

が
あ
り
、
平
成
22
年
の
秋
に

は
取
り
壊
し
が
完
了
す
る
見

込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
校
長

官
舎
の
取
り
壊
し
も
当
初
設

計
に
計
上
と
な
っ
て
い
る
。

宍
喰
商
業
高
等
学
校
だ
け
の

設
計
価
格
ト
ー
タ
ル
で
は
、

1
億
5
千
万
円
前
後
の
見
込

み
。
ま
た
地
元
業
者
参
入
に

つ
い
て
は
分
割
に
合
わ
せ
て

検
討
し
て
も
ら
え
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

②
、
町
名
義
変
更
は
い
つ
に

な
る
か
に
つ
い
て
は
、
会
計

検
査
期
間
3
な
い
し
5
年
間

は
無
償
貸
与
で
、
以
後
譲
渡

し
て
も
ら
え
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
尚
、
そ
れ
迄
の
間
は

土
地
建
物
に
つ
い
て
は
町
が

無
償
貸
付
を
受
け
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

③
、
3
年
間
の
据
え
置
き
の

理
由
に
つ
い
て
は
、
会

計
書
類
保
管
期
間
が
工

事
完
了
後
5
年
間
で
あ

る
た
め
、
譲
与
が
そ
れ

以
上
遅
れ
る
こ
と
は
な

く
、
で
き
る
限
り
早
い

時
点
で
行
い
た
い
。
尚
、

3
年
か
ら
5
年
間
は
土

地
の
売
買
は
出
来
な
い

が
、
売
却
等
が
具
体
的

に
決
ま
れ
ば
そ
の
時
点

で
先
行
し
て
譲
与
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
と

の
こ
と
。

④
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
つ

い
て
は
新
し
い
耐
震
基
準
で

平
成
元
年
3
月
に
建
て
ら
れ

て
お
り
、
修
繕
工
事
後
は
基

本
的
に
は
無
償
貸
与
で
、
今

後
は
地
域
の
資
産
と
し
て
災

害
時
の
避
難
場
所
等
と
し
て

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
今
後
の
旧
宍
喰
商
業

高
等
学
校
跡
地
再
開
発
特
別

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
新
し

い
議
員
が
決
定
次
第
当
委
員

会
を
ど
う
す
る
か
を
委
ね
る

こ
と
に
な
り
、
委
員
一
同
了

承
し
た
。

産
業
建
設

常
任
委
員
会

委
員
長
　
髙
畠
　
武
夫

豪雨時浸水対策で改良される町道杉谷大縄線

完成した蛇王運動公園野球場雨天練習場

旧
宍
喰
商
業
高
等
学
校
跡

地
再
開
発
特
別
委
員
会

委
員
長
　
白
濵
　
輝
二

委

員

長

報

告

旧宍喰商業高等学校

セミナーハウス

相撲場



12
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

19
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

20
日　

海
部
郡
・
安
芸
郡
町
村
議
会

　
　
　
　

議
長
会
連
合
会
（
徳
島
市
）

22
日　

議
会
全
員
協
議
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

22
日　

第
1
回
臨
時
会

１　

月

２　

月

5
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

議
会
全
員
協
議
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

第
2
回
臨
時
会

18
日　

第
61
回
徳
島
県
町
村
議
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　

総
会
（
徳
島
市
）

25
日　

議
会
広
報
研
修
会
（
東
京
都
）

2
日　

議
会
全
員
協
議
会

8
日　

第
1
回
定
例
会
（
1
日
目
）

8
日　

旧
宍
喰
商
業
高
等
学
校
跡
地

　
　
　
　
　
　
　

再
開
発
特
別
委
員
会

8
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

8
日　

議
会
運
営
委
員
会

9
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

10
日　

総
務
常
任
委
員
会

11
日　

第
1
回
定
例
会
（
2
日
目
）

３　

月

島　﨑　勝　弘　議長
町村議会議長４年以上在職自治功労者表彰

小　山　秀　行　議員
町村議会議員25年以上在職自治功労者表彰

　

3
月
の
別
名
は
「
弥
生
」。「
弥
（
い
や
）」

は
『
い
よ
い
よ
』、「
生
（
お
い
）」
は
、『
生
い

茂
る
』
と
の
意
味
で
、
草
木
が
芽
吹
き
自
然
の

生
命
力
が
実
感
で
き
る
月
と
い
う
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
風
が
冷
た

く
感
じ
ら
れ
る
な
か
、
野
山
を
見
る
と
若
葉
が

ふ
っ
く
ら
と
芽
吹
い
て
い
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

新
し
い
海
陽
町
が
誕
生
し
て
ち
ょ
う
ど
四
年
。

こ
の
四
年
の
間
に
は
厳
し
い
財
政
の
中
、
海
部

川
風
流
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
、
公
共
施
設
耐
震
化

や
防
災
行
政
無
線
、
C
A
T
V
網
等
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
で
は
、
年
4
回
の
定

例
会
終
了
後
2
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
発
行
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
16
号
が

私
た
ち
の
任
期
中
最
後
の
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
選
挙
も
終

わ
り
新
し
い
体
制
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
4
年
間
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
愛
読

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
事
務
局　
　
　
　
　
　

T
E
L　

７
３
ー
４
１
６
４

１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

編
集
後
記

議会広報編集特別委員会

祝

祝


